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【森林整備課】

禅僧線 星越神戸丸線

生実八重地線 梶山内田線

大川原旭丸線 田野内杖立線

岩倉蝉谷線 川崎国見山線

長安海川線 日和茶坂瀬線

横石谷山線

林道開設事業



徳島県の森林・林業について
主要指標

haha

森林総数

314,834
民有林面積

296,199

※ H30年度版「みどりの要覧」より
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◆「新間伐システム」の構築及び導入 ●県産材生産量 H16:174千m3→H29:375千m3

◆新間伐システムオペレーターの育成 ●「新林業生産ｼｽﾃﾑ」導入数　H29:63ｾｯﾄ

◆合板用原木の流通・加工体制の整備 ●新規林業就業者数　H28:299人

◆搬出間伐のさらなる推進 ●県産材の自給率　H16:22%→H29:61.9%

◆建設業から林業への参入支援 ●県内消費量　H16:54千m3→H29:128千m3

◆ＭＤＦ原料への供給 ●CoC認証取得工場数　H29:25工場

◆主伐にも対応した「新林業生産システム」の導入 ●県外･海外への県産材出荷量

◆大型製材工場の誘致・本格稼働 H16:134千m3→H29:257千m3

◆徳島県県産材利用促進条例の制定 ●徳島県県産材利用促進条例　H25.4施行

林業再生プロジェクト（平成１７年度～平成１８年度）

林業飛躍プロジェクト（平成１９年度～平成２２年度）

次世代林業プロジェクト（平成２３年度～平成２６年度）

林業生産分野

木材加工分野

木材利用分野

Ⅱ．林業プロジェクトの展開 Ⅲ．主な成果

林業プロジェクトについて



新次元林業プロジェクト（平成２７年度～平成３６年度）

主伐から造林、保育までの「森林サイクル」を取り戻し、雇用の創出とともに、森林資源の循環利用による森林・

林業を核とした「地方創生」の実現を目指す。

 ■県産材の生産・消費量 H16:１７万m3 H29:３７．５万m3 H36:６０万m3

 ■新規林業就業者数(累計) H16:－人 H29:３５２人 H36:５４６人

① 「木材利用創造センター」の設置、造林の負担軽減等

② 主伐に対応する「新林業生産システム」の導入、路網整備の推進

③ 「とくしま林業アカデミー」の開講、林業就業施策の推進等

① 増産に対応した「まるごと利用」の加工体制の整備、ブランドの強化等

② 原木流通体制の強化、徳島県(津田)木材団地の整備推進等

③ オリンピックや輸出に対応する商品開発、大経材の商品化等

① 「木造建築ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ」による公共木造の推進、非住宅での利用推進等

② 「木育広場」、「木造建築学校」の設置による木材利用を進める人材育成

③ 首都圏、海外への販路拡大、徳島すぎの情報発信等

流通体制

川上〈林業生産〉

川中〈木材加工〉

担 い 手

生産基盤

森林施業

加工体制

商品開発

川下〈木材利用〉

県内需要

木 育

県外需要

海外輸出

戦略目標

新次元林業プロジェクトの展開
地方創生の実現に向けて

林内路網整備目標
H26 7,040km
↓

H30 7,610km

年整備目標 150km
うち林道 １５ｋｍ/年

H29実績 7,592km



林道が担う役割
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林道が担う役割

高性能林業機械の導入

・生産性向上

・森林整備の推進 地方創生

・労働条件の改善

・安全性の向上

保健休養
レクリエーション

地域の生活道として

地域交通
の改善



国・県道等

林道の概要
複合路網のイメージ

～林道の位置付け～

A集落
B集落

林 道

林業専用道

森林作業道

国・県道等



高性能林業機械による木材生産

林内路網の概要
複合路網のイメージ

～林道の位置付け～

林 道

林業専用道 森林作業道



評価対象林道における
森林資源・森林整備状況

森林整備実績と計画（累計）

面積(ha) 材積(m3) 面積(ha) 材積(m3) 面積(ha) 材積(m3) 面積(ha) 材積(m3)

禅僧線 522.40 5.00 400 31.84 9,552 25.00 70.00 5,600 7.00 2,100

生実八重地線 944.32 71.09 5,687 5.56 1,668 82.32 6,586

大川原旭丸線 1,013.00 90.40 7,232 6.46 100.67 8,054

岩倉蝉谷線 1,361.11 2.25 180 3.26 978 15.00 8.00 640

長安海川線 4,863.22 66.38 5,310 98.57 29,571 85.00 12.00 960

横石谷山線 1,977.60 40.13 3,210 1.22 366 90.00 10.00 800

星越神戸丸線 1,381.41 24.29 1,943 44.98 13,494 75.00 10.00 800

梶山内田線 507.31 9.20 2,760 75.00 15.00 1,200 10.00 3,000

田野内杖立線 446.48 35.00 2,800 71.67 21,501 66.00 65.00 5,200 20.00 6,000

川崎国見山線 1,471.51 24.40 1,952 9.00 2,700 275.00 22,000

日和茶坂瀬線 1,498.93 57.48 17,244 19.71 5,913

森林整備面積　今後５箇年の計画

保育

(ha)

搬 出 間 伐 主　　　伐

森林整備面積　実績（H30見込み含む）

搬 出 間 伐 主　　　伐保育

(ha)

区　分



平成30年度 徳島県公共事業評価委員会

８．森林基幹道 禅僧線



林道 禅僧線
位 置 図

全体計画 12,000ｍ

供用済
L=1,566m

進捗率 １８％

計画区間
L=9,805m

禅僧線

供用済
L=629m

幅 員 ３.５～４.０ｍ
延 長 １２,０００ｍ
総事業費 ３,２４０百万円
事業期間 ３０年間

（Ｈ１６～Ｈ４５）

利用区域面積 １，０５２ｈａ
（利用区域内の人工林率＝８０％）



今後の見通し
残工事区間については、開設ポイントを追加し４工区体制による開設を行っていく計画であり、地形条件も比較的緩やかな地
形へと変化するため開設延長の延伸が見込まれる。工法や勾配、線形の検討はもとより、残土を有効利用するために補強土
壁工の積極的な採用などによる事業費の縮減につとめるとともに、経費の重点配分により計画期間内の完成を目指す。

林道開設事業（森林基幹道）　　禅僧線

前回の再評価状況 前回（平成２５年度）の評価委員会においては「計画を見直して継続することが適切である」旨評価されている。

前回の再評価以降の状況
終点側（平井工区）の急峻な地形や近接集落の水源地域を通過するため、路線内の残土処理場の確保が困難なため、運搬
経費が高額となり事業進捗が捗らない状況であったが、平成26年度より起点側（神野工区）からも事業に着工し、工程の回復
を図っている。
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林道 禅僧線
林道周辺の状況



林道 禅僧線
起終点の状況

① 起点

終点

林道
大木屋小石川線

起点

② 終点



林道 禅僧線
森林整備状況

搬出間伐実施状況 間伐前の森林

間伐後の森林

整
備
前

整
備
後



費用対効果分析

評価期間（７０年間）＝事業期間（３０年間）＋耐用年数（４０年間）

総費用（Ｃ）＝２７億７，１８０万９千円

総便益（Ｂ）＝５１億５，５７１万円

費用対効果指数（Ｂ／Ｃ）＝１．８６

林道 禅僧線



終 点

起 点

林道 生実八重地線
位 置 図

全体計画 17,700ｍ

供用済
L=6,353m

進捗率 ７４％

計画区間
L=4,604m

生実八重地線

供用済
L=6,743m

幅 員 ４.０ｍ
延 長 １７,７００ｍ
総事業費 ４,５２２百万円
事業期間 ４５年間

（Ｓ６２～Ｈ４３）

利用区域面積 １，３２６ｈａ
（利用区域内の人工林率＝８１％）



林道開設事業（森林基幹道）　　生実八重地線

前回の再評価における結果・プロセス

今後の見通し

前回(平成25年度)の評価委員会においては、「継続することが適切である」旨評価されている。

今後も自然環境に配慮しながら，経済的な工法を採用してコスト縮減を図り，事業の早期完成を目指す。

前回の再評価以降の状況 公共事業費の縮減や急峻な地形を通過したことから，進捗は下降傾向である。
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林道 大川原旭丸線
位 置 図

全体計画 16,240ｍ

供用済
L=3,732m

進捗率 ９６．１％

計画区間
L=626m

大川原旭丸線

供用済
L=11,882m

幅 員 ４.０ｍ
延 長 １６,２４０ｍ
総事業費 ２,９０５百万円
事業期間 ３１年間

（Ｈ３～Ｈ３３）

利用区域面積 １，０２０ｈａ
（利用区域内の人工林率＝８０％）



林道開設事業（森林基幹道）　　大川原旭丸線

前回の再評価における結果・プロセス

前回の再評価以降の状況

今後の見通し

前回(平成25年度)の評価委員会においては、「継続することが適切である」旨評価されている。

公共事業費の縮減や急峻な地形を通過したことから，進捗は計画線が下降気味である。

今後も自然環境に配慮しながら，経済的な工法を採用してコスト縮減を図り，事業の早期完成を目指す。
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林道 岩倉蝉谷線
位 置 図

全体計画 19,340ｍ

供用済
L=6,798m

進捗率 ８５．７％

計画区間
L=2,763m

岩倉蝉谷線

供用済
L=9,779m

幅 員 ３．５～４.０ｍ
延 長 １９,３４０ｍ
総事業費 ４,０４０百万円
事業期間 ４１年間

（Ｓ６２～Ｈ３９）

利用区域面積 １，７２９ｈａ
（利用区域内の人工林率＝５７％）



林道開設事業（森林基幹道）　　岩倉蝉谷線

前回の再評価における結果・プロセス

前回の再評価以降の状況

今後の見通し

前回(平成25年度)の評価委員会においては、「継続することが適切である」旨評価されている。

急峻な地形を通過したことから，進捗は下降気味である。

経済的工法を採用しコスト縮減を図り、計画どおり完成する見込みである。
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林道 長安海川線
位 置 図

全体計画 30,404ｍ

進捗率 ６３．８％

計画区間
L=11,002m

長安海川線

供用済
L=19,402m

幅 員 ３．５～４.０ｍ
延 長 ３０,４０４ｍ
総事業費 ４,９８２百万円
事業期間 ４７年間

（Ｓ６２～Ｈ４５）

利用区域面積 ２，１０６ｈａ
（利用区域内の人工林率＝９１％）



林道開設事業（森林基幹道）　　長安海川線

前回の再評価における結果・プロセス

Ｈ30で計画より遅れた理由

今後の見通し

　前回(平成25年度)の評価委員会においては、「継続することが適切である」旨評価されている。

　平成32年度計画区間までは、急峻な地形に対応した施設整備の必要性から、経費増加による進捗の遅れが想定されてい
る。

　平成33年度より開設を予定している区間は稜線部に至ることから、開設単価の縮減が見込まれ、進捗は回復する見込みで
ある。
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林道 横石谷山線
位 置 図

全体計画 18,100ｍ

供用済
L=8,039m

進捗率 ６５．３％

計画区間
L=6,286m

横石谷山線

供用済
L=3,775m

幅 員 ４.０ｍ
延 長 １８,１００ｍ
総事業費 ４,０５０百万円
事業期間 ３６年間

（Ｈ５～Ｈ４０）

利用区域面積 １，１９７ｈａ
（利用区域内の人工林率＝９１％）



林道開設事業（森林基幹道）　　横石谷山線

前回の再評価における結果・プロセス

Ｈ30で計画より遅れた理由

今後の見通し

前回(平成25年度)の評価委員会においては、「継続することが適切である」旨評価されている。

急峻な地形に対応した施設整備の必要性から、経費増加により進捗が遅れている。

今後は、森林軌道跡の利用などにより工程の回復を図るとともに、予算の重点配分やコスト縮減による早期完成を目指す。
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林道 星越神戸丸線
位 置 図

全体計画 16,200ｍ

供用済
L=5,174m

進捗率 ６８．９％

計画区間
L=5,033m

星越神戸丸線

供用済
L=5,993m

幅 員 ３．５～４.０ｍ
延 長 １６,２００ｍ
総事業費 ４,３５８百万円
事業期間 ３６年間

（Ｈ５～Ｈ４０）

利用区域面積 １，００８ｈａ
（利用区域内の人工林率＝８９％）



林道開設事業（森林基幹道）　　星越神戸丸線

前回の再評価における結果・プロセス

Ｈ30で計画より遅れた理由

今後の見通し

前回(平成25年度)の評価委員会においては、「継続することが適切である」旨評価されている。

急峻な地形による施設整備の必要性から経費が増加し、進捗に遅れが生じている。

今後の開設区間は主として稜線部となるため、開設コストは縮減される見通しである。
また、集中的な事業予算の配分を図り、進捗の回復に努めたい。
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林道 梶山内田線
位 置 図

全体計画 18,556ｍ

供用済
L=5,429m

進捗率 ５９．１％

計画区間
L=1,247m

梶山内田線

供用済
L=1,680m

幅 員 ４.０ｍ
延 長 １８,５５６ｍ
総事業費 ４,７８５百万円
事業期間 ４２年間

（Ｈ４～Ｈ４５）

利用区域面積 １，４６１ｈａ
（利用区域内の人工林率＝７２％）

供用済
L=3,858m

計画区間
L=6,342m



林道開設事業（森林基幹道）　　梶山内田線

前回の再評価における結果・プロセス

前回の再評価以降の状況

今後の見通し

前回(平成25年度)の評価委員会においては「継続することが適切である」旨評価されている。

平成２５年度の再評価以降、計画期間について国と協議を行い１０年間の期間延伸を行ったことにより、計画通りの進
捗となっている。

今後についても、地形が急峻な区域を通過する計画となっているが、自然環境に配慮し、経済的工法を採用してコスト
縮減を図るとともに、予算の重点配分を行い計画期間内の完成を目指す。
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林道 田野内杖立線
位 置 図

全体計画 19,850ｍ供用済
L=7,429m

進捗率 ６２．１％

計画区間
L=5,742m

田野内杖立線

供用済
L=4,890m

幅 員 ４.０ｍ
延 長 １９,８５０ｍ
総事業費 ４,９４６百万円
事業期間 ４１年間

（Ｈ５～Ｈ４５）

利用区域面積 １，２４８ｈａ
（利用区域内の人工林率＝８０％）

計画区間
L=1,789m



林道開設事業（森林基幹道）　　田野内杖立線

前回の再評価における結果・プロセス

前回の再評価以降の状況

今後の見通し

前回（平成２５年度）の評価委員会においては「継続することが適切である」旨評価されている。

計画通りの進捗となっている。

今後についても、急峻な地形の区域を通過する計画となっているが、予算の重点配分を行うとともに、経済的工法を採
用してコスト縮減を図り計画期間内の完成を目指す。
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林道 川崎国見山線
位 置 図

全体計画 20,840ｍ

供用済
L=8,781m

進捗率 ７２．７％

計画区間
L=5,682m

川崎国見山線

供用済
L=6,377m

幅 員 ４．０～５．０ｍ
延 長 ２０,８４０ｍ
総事業費 ６,４００百万円
事業期間 ４４年間

（Ｓ６１～Ｈ４１）

利用区域面積 ２，３５６ｈａ
（利用区域内の人工林率＝６７％）



林道開設事業（森林基幹道）　川崎国見山線

前回再評価における結果 前回(平成25年度)の評価委員会においては「継続することが適切である」旨評価されている。

前回の再評価以降の状況
公共事業の伸び悩み等により事業予算が減少していることや、急峻な地形が多く開設コストが高くなり、コスト縮減等
努力しているが開設延長が伸び悩んでいる。

今後の見通し
今後も急峻な箇所を通過予定ではあるが、さらなるコスト縮減に取り組みまた、重点的な予算配分を行い、計画期間内
の完成を目指す。
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林道 日和茶坂瀬線
位 置 図

全体計画 32,700ｍ

進捗率 ７４．６％

日和茶坂瀬線

幅 員 ４.０ｍ
延 長 ３２,７００ｍ
総事業費 ６,２５０百万円
事業期間 ４０年間

（Ｈ２～Ｈ４１）

利用区域面積 ３，４６６ｈａ
（利用区域内の人工林率＝４９％）

供用済
L=24,398m

計画区間
L=8,302m



林道開設事業（森林基幹道）　日和茶坂瀬線

前回の評価における結果 前回(平成25年度)の評価委員会においては「継続することが適切である」旨評価されている。

前回の再評価以降の状況
公共事業費の伸び悩み等により事業予算が減少していることや急峻な地形が多く開設コストが高く開設延長が伸び悩
んでいる。

今後の見通し 今後は積極的なコスト縮減を図り,また、重点的な予算配分を行い、計画期間内の完成を目指す。
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